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現
代
詩
／
詩
論
研
究
会
・
秋
の
大
合
宿2

0
1
3
in

神
戸
（
二
〇
一
三
・
九
・
七
）
於
神
戸
女
子
大
学
教
育
セ
ン
タ
ー

水
と
肉
体
―
戦
時
下
「
荒
地
」
派
の
形
象

（
愛
知
県
立
大
学
）
宮
崎

真
素
美

〈
高
い
欄
干
に
肘
を
つ
き
／
澄
み
た
る
空
に
影
を
も
つ

橋
上
の
人
よ
〉（
「
橋
上
の
人
」
第
一
、
二
作
）

〈
彼
方
の
岸
を
の
ぞ
み
な
が
ら
／
澄
み
き
っ
た
空
の
橋
上
の
人
よ
〉（
「
橋
上
の
人
」
第
三
作
）

【
鮎
川
信
夫
「
橋
上
の
人
」
第
一
作
（
『
故
園
』
第
二
輯

昭

・
５
）
に
つ
い
て
】

18

○
上
田
正
行
…
「
遺
書
と
す
る
に
は
余
り
に
知
的
で
冷
静
」
と
し
な
が
ら
「
青
春
の
甘
美
な
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
」

を
読
み
と
る
。（
「
鮎
川
信
夫
―
「
橋
上
の
人
」
の
位
置
―
」
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
昭

・
４
）

59

○
宮
崎
…
詩
句
に
菱
山
修
三
訳
『
魅
惑
』
（
昭

・

青
磁
社
）
の
影
響
が
あ
り
、
そ
れ
が
、
「
ナ
ル
シ
ス
断

16

12

章
」
か
ら
の
引
用
に
か
た
よ
っ
て
お
り
、
死
へ
の
甘
美
な
憧
憬
を
ふ
く
ん
だ
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
確
か
に

底
流
し
て
い
る
。
第
二
作
（
『
ル
ネ
サ
ン
ス
』
昭

・
６
）
で
も
同
様
に
引
用
さ
れ
た
詩
句
が
、
第
三
作
（
『
文

23

学

』
昭

・
７
）
で
は
削
除
。
こ
こ
に
、
ヴ
ァ
レ
リ
イ
の
述
べ
る
、
神
か
ら
の
「
無
償
」
の
恩
寵
に
支
え

51

26

ら
れ
た
詩
作
姿
勢
に
対
す
る
訣
別
の
意
志
を
見
て
と
れ
る
。
（
「
鮎
川
信
夫
の
ヴ
ァ
レ
リ
イ
受
容
―
自
己
確
立
を

め
ぐ
る
憧
憬
と
離
反
の
構
図
―
」
『
国
語
と
国
文
学
』
平
４
・
１
初
出
、
『
鮎
川
信
夫
研
究
―
精
神
の
架
橋
―
』
平

・
14

７

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

所
収
）

○
大
岡
信
…
「
菱
山
修
三
の
名
を
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
詩
の
訳
者
と
し
て
ま
ず
知
る
よ
う
な
読
者
が
出
て
き
て
も

一
向
に
不
思
議
で
は
な
い
よ
う
な
時
代
が
、
昭
和
十
年
代
か
ら
戦
後
か
な
り
長
い
期
間
に
か
け
て
あ
っ
た
ほ

ど
で
あ
る
」（
「
は
じ
め
に
」
『
菱
山
修
三
全
詩
集
Ⅰ
』
昭

・

思
潮
社
）

54

11

【
「
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ブ
」
の
詩
誌
『
Ｌ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｌ
』
『
詩
集
』
】

『
Ｌ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｌ
』

～

輯
（
昭

・
６
～
昭

・
８
）
は
、
先
行
詩
誌
『
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ
』
１
～

輯
（
昭

14

24

13

15

13

～
昭

・
４
）
を
改
題
継
承
、
『
詩
集
』

～
９
月
号
（
昭

・

～
昭

・
９
）
は
、
『
Ｌ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｌ
』
を

12

13

25

15

11

17

改
題
継
承
し
た
詩
誌
。
神
戸
在
住
で
あ
っ
た
中
桐
雅
夫
が
発
行
。

輯
編
集
兼
発
行
人
は
東
京
の
島
田
實
（
牧

21

野
虚
太
郎
）
、

～

輯
は
東
京
の
中
桐
、
『
詩
集
』

輯
か
ら
は
東
京
の
井
手
則
雄
が
つ
と
め
て
い
る
。

22

5-5

6-1

田
村
隆
一
『
若
い
荒
地
』
（
昭

・

思
潮
社
）
に
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
在
所
蔵
不

43

10

明
の
も
の
は
、
『
Ｌ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｌ
』

輯
（
発
行
年
月
不
明
）
、
『
詩
集
』

輯
（
昭

・
３
）
、
３
月
号
（
昭

・

23

26

16

17

２
）
、
６
月
号
（
昭

・
６
）
、
９
月
号
（
昭

・
９
）
。
『
Ｌ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｌ
』
『
詩
集
』
は
、
こ
れ
ら
を
ふ
く
め
て

17

17

全
二
一
冊
が
発
行
さ
れ
た
模
様
。
判
型
は
ラ
ン
ダ
ム
に
変
化
し
て
お
り
、
表
紙
絵
も
織
田
重
兵
衛
（
詩
人
・

映
画
評
論
家
で
あ
っ
た
詩
村
映
二
の
本
名
）
、
飯
田
操
朗
、
ダ
リ
、
モ
デ
ィ
リ
ア
ニ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
同
人
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は
、
入
退
会
が
著
し
く
、
二
三
名
で
ス
タ
ー
ト
し
な
が
ら
、
一
六
名
、
一
七
名
、
一
八
名
、
二
〇
名
と
い
う

よ
う
に
毎
輯
変
化
を
見
せ
、
『
詩
集
』
の
終
わ
り
近
く
に
は
、
『
山
の
樹
』
や
『
葦
』
な
ど
と
の
合
併
が
お

こ
な
わ
れ
て
大
人
数
に
な
る
。

〈
だ
が
ぼ
く
は
、
何
時
何
処
で
／
き
み
を
見
失
つ
た
の
か
忘
れ
て
し
ま
つ
た
よ
。
／
短
か
か
つ
た
黄
金
時
代

―
―
／
活
字
の
置
き
換
え
や
神
様
ご
つ
こ
―
―
／
「
そ
れ
が
、
ぼ
く
た
ち
の
古
い
処
方
箋
だ
つ
た
」
と
呟
い

て
…
…
〉

（
「
死
ん
だ
男
」『
純
粋
詩
』
昭

・
１
）

22

〈
短
か
か
つ
た
黄
金
時
代
―
―
／
活
字
の
置
き
換
え
や
神
様
ご
つ
こ
―
―
〉
、
鮎
川
信
夫
に
よ
っ
て
そ
う

形
容
さ
れ
た
の
が
、「
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ブ
」
の
時
代
で
あ
る
。
戦
死
し
た
詩
友
、
森
川
義
信
の
影
を
宿
す
〈
Ｍ
〉

を
呼
び
起
こ
し
、
〈
死
に
そ
こ
な
い
〉
の
〈
ぼ
く
〉
と
の
岐
路
を
明
か
し
た
こ
の
詩
に
お
い
て
、
〈
遠
い
昨

日
〉
、
〈
昨
日
〉
、
〈
昨
日
も
今
日
も
〉
、
〈
今
で
も
〉
と
推
移
す
る
時
の
な
か
、
そ
れ
は
、
〈
遠
い
昨
日
〉
で
あ

り
な
が
ら
、
〈
Ｍ
〉
を
と
お
し
て
〈
今
〉
に
流
れ
込
む
〈
時
〉
で
も
あ
る
。

【
鮎
川
信
夫
「
泉
の
変
貌
」
（
『
詩
集
』
昭

・

）
の
周
辺
】

15

11

○
『
Ｌ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｌ
』
『
詩
集
』
『
故
園
』
に
見
ら
れ
る
雰
囲
気
の
相
同
性

『
Ｌ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｌ
』

輯
（
昭

・
９
）

17

13

詩
作
品
は
三
輪
孝
仁
は
じ
め
一
〇
名
の
作
品
が
並
ぶ
。
三
輪
孝
仁
「
ガ
ラ
ス
の
積
木
」
と
日
高
貌
二
「
夏

の
ス
タ
ン
プ
」
【
①
】
に
は
、
〈
海
〉
や
〈
水
族
館
〉
、
そ
し
て
逝
く
夏
の
透
明
感
を
ベ
ー
ス
と
し
た
発
想
の

類
似
が
見
ら
れ
る
。
跳
ね
上
が
る
よ
う
な
相
変
わ
ら
ず
の
イ
メ
ジ
を
貫
い
て
い
る
の
は
、
鮎
川
信
夫
「
楽
器

の
世
界
」
【
③
】
だ
が
、
収
載
詩
篇
全
体
は
、
前
輯
よ
り
さ
ら
に
沈
静
し
た
イ
メ
ジ
の
詩
篇
の
割
合
が
増
し

て
い
る
。
〈
花
は
開
き
恍
惚
の
波
が
揺
れ
る
。
／
触
れ
触
れ
て
触
れ
る
。
〉
、
〈
夢
に
流
れ
夢
に
流
れ
て
距
離

の
無
い
。
〉（
井
根
哲
雄
「
夢
の
受
胎
」
）
【
②
】
と
い
っ
た
、
詩
語
の
リ
ズ
ム
を
意
識
し
た
詩
篇
も
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
北
村
太
郎
（
松
村
文
雄
）
「B

O
H

EM
IA

N
C

H
A

N
SO

N

」
【
④
】
に
あ
ら
わ
れ
た
、
〈
雨
が
繃

帯
を
し
て
通
る
〉
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、
の
ち
に
田
村
隆
一
『
四
千
の
日
と
夜
』
（
昭

）
に
収
録
さ
れ
た

31

詩
篇
「
秋
」（
『
サ
ン
ド
ル
』
昭

・
１
）【
⑤
】
の
冒
頭
行
〈
繃
帯
を
し
て
雨
は
曲
つ
て
い
つ
た
〉
、「
予
感
」（
『
サ

23

ン
ド
ル
』
昭

・
６
）
【
⑥
】
に
お
け
る
〈
彼
の
眼
前
で
雨
は
負
傷
す
る

繃
帯
を
！
〉
へ
の
影
響
を
見
る
こ

23

と
が
で
き
、
興
味
深
い
。
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『
Ｌ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｌ
』

輯
（
昭

・

）

18

13

11

詩
作
品
は
北
箐
子
は
じ
め
一
六
名
の
作
品
が
並
び
、
豊
富
で
あ
る
。
〈
こ
の
傾
斜
で
は
／
お
伽
話
は
や
め

て
／
こ
わ
れ
た
オ
ペ
ラ
グ
ラ
ス
で
／
ア
ラ
ベ
ス
ク
風
な
雨
を
ご
ら
ん
〉
と
は
じ
め
ら
れ
る
森
川
義
信
（
山
川

章
）
の
「
歌
の
な
い
歌
」
【
⑦
】
は
、
そ
の
切
な
さ
に
お
い
て
秀
逸
で
あ
り
、
〈
優
し
い
硝
子
壜
の
中
で
は

／
ひ
ね
く
れ
た
愛
情
の
や
う
に
／
ぼ
く
が
な
く
し
た
愛
情
を
か
み
し
め
る
／
ぼ
く
は
ぼ
く
の
歌
を
忘
れ
て
ゐ

る
〉
と
い
っ
た
喪
失
感
を
湛
え
る
。
そ
し
て
そ
の
傾
向
は
、
〈
私
は
恋
に
背
を
向
け
る
〉
（
秋
條
ナ
ナ
子
「
秋

の
署
名
」
）
、
〈
崩
れ
ゆ
く
ブ
ー
ケ
よ
月
よ
〉
〈
羽
搏
か
ぬ
瑠
璃
鳥
よ

匂
ひ
失
せ
た
吐
息
よ
紅
よ
／
悔
恨
の
谷

ふ
か
く
す
す
り
泣
く
フ
イ
ネ
ラ
ル
マ
ア
チ
〉
（
北
山
鳩
子
「
受
難
」
）
、
あ
る
い
は
、
本
輯
で
そ
の
詩
風
を
一
変

さ
せ
た
中
桐
雅
夫
に
お
け
る
、
〈
か
ず
か
ず
の
イ
ン
ク
を
渉
猟
し
て
。
／
得
た
も
の
は
な
に
で
も
な
い
。
／

う
み
鳴
り
の
き
こ
え
る
林
の
な
か
。
／
し
ろ
い
秋
に
つ
い
て
。
／
神
と
論
争
し
た
。
〉
（
「
出
発
」
）
、
ほ
か
に

も
白
石
豊
「
連
音
符
」
、
鮎
川
信
夫
「
室
内
」
、
菰
水
明
「
砂
日
の
疑
惑
」
な
ど
に
も
み
と
め
ら
れ
る
。
並

ん
で
配
列
さ
れ
て
い
る
小
森
フ
ク
子
「
初
秋
」【
⑧
】
や
中
桐
「
出
発
」【
⑨
】
、
白
石
豊
「
秋
の
通
信
」【
⑩
】

に
は
、
〈
神
〉
、
〈
キ
リ
ス
ト
〉
、
〈
神
話
的
〉
な
ど
〈
神
〉
を
め
ぐ
る
語
彙
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
〈
剣

よ
鳴
れ

統
一
の
応
召
に
／
花
咲
く
日
の
歴
史
の
か
げ
の
／
し
た
た
る
鮮
血
と
／
乳
房
の
栄
光
を
受
け
よ
〉

と
す
る
秋
條
ナ
ナ
子
「
剣
の
使
命
」
、
〈
女
優
達
は
新
聞
を
折
り
た
ゝ
む
音
を
愛
す
る
／
ニ
ュ
ウ
ス
映
画
で

は
／
飛
行
機
が
主
演
す
る
／
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
テ
イ
ク
な
／
唇
の
か
は
り
に
／
飛
行
機
が
表
情
す
る
／
ア
イ
シ

ャ
ド
ウ
を
ぬ
つ
て
〉
と
は
じ
め
ら
れ
る
衣
更
着
信
「
ニ
ュ
ウ
ス
・
シ
ア
タ
」
に
は
、
当
時
の
世
相
が
浮
き
上

が
っ
て
い
る
。
掲
載
作
品
の
な
か
で
、
そ
の
題
材
と
詩
語
の
選
択
と
で
も
っ
と
も
目
を
ひ
く
の
は
、
吉
田
糸

「
部
屋
部
屋
」
で
あ
る
。
〈
ご
ざ
る
〉
〈
ご
じ
ゃ
る
〉
〈
ぞ
え
〉
な
ど
近
世
小
唄
的
な
文
末
表
現
と
と
も
に
話

体
が
採
用
さ
れ
て
歌
謡
的
で
あ
る
こ
と
、
〈
女
郎
〉
部
屋
に
代
表
さ
れ
る
日
本
的
な
湿
潤
さ
を
湛
え
て
い
る

こ
と
な
ど
が
、
モ
ダ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
風
情
を
残
す
他
作
品
と
は
大
き
く
そ
の
性
質
を
異
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
〈
笙
は
小
さ
く
あ
り
／
篳
篥
は
黄
く
あ
る
／
僕
の
恋
人
は
／
笙
で
あ
る
篳
篥
で
あ
る
／
篳
篥
で
あ
る
笙

で
あ
る
〉
、
〈
ポ
ケ
ツ
ト
へ
手
を
や
つ
て
黄
色
い
意
識
を
引
出
す
／
南
の
空
か
ら
三
人
の
従
姉
妹
が
／
神
話

に
似
て
西
へ
歩
る
く
〉
と
う
た
う
羽
生
豊
「
告
白
」
【
⑪
】
も
、
〈
笙
〉
〈
篳
篥
〉
を
〈
恋
人
〉
と
比
喩
し
て

登
場
さ
せ
、
吉
田
「
部
屋
部
屋
」
と
同
じ
く
湿
潤
な
日
本
的
感
覚
を
醸
成
さ
せ
て
い
る
の
と
同
時
に
、
そ
こ

に
、
先
の
中
桐
ら
と
同
じ
く
〈
神
話
〉
、
さ
ら
に
は
〈
黄
色
い
意
識
を
引
出
す
〉
こ
と
で
、
世
相
を
シ
ニ
カ

ル
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

「
後
記
」
で
、
鮎
川
は
、
先
に
三
輪
の
述
べ
て
い
た
「
戦
争
詩
の
夕
べ
」
に
、
三
輪
と
白
石
と
と
も
に
出

か
け
た
こ
と
に
触
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
一
般
に
無
味
乾
燥
な
朗
読
が
多
く
退
屈
極
ま
る
も
の

で
あ
つ
た
。
恐
ら
く
、
こ
の
戦
争
詩
の
夕
べ
に
対
し
て
期
待
し
て
来
た
で
あ
ら
う
異
れ
る
二
種
の
観
客
層
の
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い
づ
れ
を
も
失
望
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
朗
読
上
の
効
果
な
ど
考
へ
て
作
詩
さ
れ
た
で
あ
ら
う
か

ど
う
か
疑
は
し
い
と
こ
ろ
の
小
林
善
雄
氏
の
詩
の
朗
読
が
一
番
我
々
の
興
味
を
喚
ん
だ
の
で
あ
つ
た
。
一
年

に
一
度
あ
る
か
な
い
か
の
詩
の
会
な
の
で
あ
る
か
ら
成
功
を
願
つ
て
ゐ
た
の
だ
が
残
念
な
こ
と
で
あ
つ
た
。
」

「
戦
争
詩
の
夕
べ
」
に
鮎
川
が
出
か
け
て
い
た
こ
と
や
、
当
時
の
ス
タ
ン
ス
が
知
ら
れ
る
貴
重
な
述
懐
で
あ

ろ
う
。

『
Ｌ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｌ
』

輯
（
昭

・
２
）

19

14

詩
作
品
は
中
桐
雅
夫
は
じ
め
一
七
名
の
作
品
が
並
び
、
前
輯
に
引
き
続
き
豊
富
で
あ
る
。
中
桐
「
青
春
」

【
⑫
】
は
、
副
題
に
マ
タ
イ
伝
か
ら
の
引
用
を
置
き
、
詩
篇
の
う
ち
に
は
、
〈
が
く
が
く
と
膝
を
を
つ
て
／

神
の
折
檻
に
も
堪
へ
て
き
た
〉
と
し
て
、
前
輯
に
引
き
続
き
擬
人
的
な
〈
神
〉
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
秋
條

ナ
ナ
子
「
幸
福
」
【
⑬
】
に
も
、
〈
私
の
聡
明
は
い
つ
も
裏
側
の
時
間
を
使
用
し
た
／
微
笑
は
す
べ
て
神
に

通
じ
る
も
の
よ
と
〉
と
い
う
よ
う
に
、
〈
神
〉
が
呼
び
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
羽
生
豊
「
秘
蹟
考
」
【
⑭
】

は
、
題
名
そ
の
も
の
に
キ
リ
ス
ト
教
の
儀
式(

サ
ク
ラ
メ
ン
ト)

を
示
し
、
そ
れ
を
〈
知
性
〉
を
軸
に
描
き
出

し
て
お
り
、
廣
川
衢
「
十
字
軍
」
も
ま
た
、
題
名
が
示
す
と
お
り
、
そ
の
事
跡
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
と

呼
応
す
る
よ
う
に
、
中
桐
は
「
Ａ
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｓ
」
に
お
い
て
「
文
学
と
宗
教
」
と
題
し
、
外
国
小
説
で
は
バ
イ

ブ
ル
か
ら
の
引
用
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
が
、
教
育
か
ら
宗
教
を
除
外
し
て
い
る
日
本
で
は
、
到
底
そ
れ
に
追

い
つ
か
な
い
。
し
か
し
、
「
外
国
小
説
で
も
読
む
と
い
ふ
以
上
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
し
て
は
一
応
の
理
解

を
持
つ
て
お
き
た
い
と
い
ふ
こ
と
な
の
だ
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

『
Ｌ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｌ
』

輯
（
昭

・
８
）

20

14

詩
作
品
は
鎌
田
安
雄
は
じ
め
一
四
名
の
作
品
が
並
ぶ
。
〈
月
光
に
身
を
か
わ
か
し
／
掌
に
あ
る
光
は
／
痩

せ
こ
け
た
指
間
よ
り
洩
れ
落
ち
て
ゐ
た
〉
と
は
じ
め
ら
れ
る
巻
頭
の
鎌
田
の
詩
「
夏
痩
」
は
、
象
徴
詩
風
の

感
覚
が
濃
厚
な
作
品
で
あ
り
、
中
桐
雅
夫
「
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
」
も
喪
失
の
都
が
意
味
の
明
瞭
な
連
結
の
う
ち

に
う
た
わ
れ
て
い
る
。
鮎
川
信
夫
「
椅
子
」
は
、
翌
年
に
か
け
て
描
か
れ
続
け
た
室
内
詩
篇
の
う
ち
の
一
篇

で
あ
り
、
自
己
の
内
景
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
、
荒
廃
し
閉
塞
的
な
世
界
が
象
ら
れ
て
い
る
。
衣
更
着
信

「
新
し
い
一
面
」
は
、
〈
不
安
〉
〈
秘
密
〉
〈
優
し
さ
〉
〈
不
幸
〉
〈
純
粋
〉
〈
美
し
い
〉
な
ど
の
意
味
の
明
瞭

な
名
詞
や
形
容
詞
が
多
出
す
る
、
わ
か
り
や
す
い
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
牧
野
虚
太
郎
（
去
太
郎
）
「
フ
ル

ー
ツ
・
ポ
ン
チ
」
は
、
〈
秩
序
の
股
に
ナ
イ
フ
を
置
く
と
〉
、
〈
植
物
の
約
束
を
や
ぶ
い
て
〉
、
〈
退
屈
な
破
瓜

に
液
体
を
浸
し
た
〉
な
ど
、
前
輯
ま
で
の
静
謐
さ
に
加
え
て
痛
々
し
さ
が
加
味
さ
れ
て
い
る
。
時
代
を
映
す

語
彙
を
ふ
く
む
も
の
と
し
て
、
秋
條
ナ
ナ
子
「
海
」
は
、〈
十
七
才
の
憂
愁
夫
人
〉
や
〈
オ
ー
ル
ド
・
ミ
ス
〉
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の
海
辺
の
様
子
を
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
描
き
な
が
ら
、
そ
の
世
界
を
、
〈
突
如
ポ
ー
タ
ブ
ル
は
／

健
全
な
愛
国
マ
ア
チ
で
あ
つ
た
り
す
る
〉
と
閉
じ
る
。
芦
塚
孝
四
「
詩
」
に
は
、
〈Tom

Tom

の
テ
ム
ポ
は

／
牧
歌
／
に
属
し
て
ゐ
る
な
ど
〉
と
し
て
、

輯
に
掲
載
さ
れ
た
森
川
義
信(

山
川
章
）
の
「
雨
」
で
用
い

15

ら
れ
た
〈
妹
〉
の
つ
く
〈
ゴ
ム
ま
り
〉
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
〈
ｔ
ｏ
ｍ
・
ｔ
ｏ
ｍ
〉
が
意
識
さ
れ
て
い
る
の
が
う

か
が
え
る
。
ま
た
、
同
作
品
に
は
、
〈
戦
時
体
制
的
な
／
醜
い
計
算
か
ら
／
腕
が
／
縺
れ
て
／
狂
乱
す
る
〉

と
い
っ
た
時
代
背
景
も
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
語
の
連
結
の
内
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。

『
Ｌ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｌ
』

輯
（
昭

・

）

21

14

12

詩
作
品
は
牧
野
虚
太
郎
（
去
太
郎
）
を
は
じ
め
二
六
名
の
作
品
が
並
ぶ
充
実
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。
北
山

鳩
子
「
星
」
は
、
戦
争
に
行
っ
た
き
り
戻
ら
な
い
〈
見
習
士
官
校
〉
の
恋
人
が
、
〈
も
う
永
久
に
私
の
と
こ

ろ
へ
は
戻
ら
な
い
／
宵
毎
ま
つ
先
に
輝
く
星
よ
／
か
ず
か
ず
の
武
勲
の
し
る
し
に
と
／
胸
一
杯
勲
章
を
光
ら

せ
て
ゐ
る
の
で
す
。
〉
と
う
た
わ
れ
、
戦
死
へ
の
シ
ニ
カ
ル
な
視
点
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
続
く
森

川
義
信
（
山
川
章
）
「
衢
に
て
」
に
お
い
て
も
、
〈
翳
に
埋
れ
／
翳
に
支
へ
ら
れ
／
そ
の
階
段
は
ど
こ
へ
果
て

て
ゐ
る
の
か
〉
と
問
わ
れ
る
〈
階
段
〉
が
、
〈
も
の
も
い
は
ず
濡
れ
た
肩
や
／
失
は
れ
た
い
の
ち
の
群
を
こ

え
／
け
ん
め
い
に
／
あ
ふ
れ
る
時
間
を
た
ど
り
た
か
つ
た
〉
と
す
る
〈
あ
て
も
な
い
歩
み
〉
と
と
も
に
う
た

わ
れ
、
北
山
の
「
星
」
に
お
け
る
恋
人
が
、
〈
も
し
か
す
る
と
野
戦
の
果
で
／
ニ
ン
フ
の
階
段
を
見
付
け
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
〉
と
さ
れ
る
そ
れ
と
響
き
合
う
。
ほ
か
に
も
、
白
石
豊
「
プ
ロ
ピ
リ
ア
ム
変
貌
」
に
お

け
る
〈
激
し
く
流
れ
た
火
山
弾
の
／
死
骸
の
や
う
な
堆
積
が
あ
る
〉
、
高
峰
英
一
「
唄
」
に
お
け
る
〈
白
く

消
え
る
跫
音
〉
、
鎌
田
安
雄
「
眠
れ
る
水
」
【
⑮
】
に
お
け
る
〈
眠
れ
る
水
よ
／
死
せ
る
ゆ
め
よ
／
あ
な
た

の
な
き
が
ら
の
う
へ
に
／
け
ふ
も
煙
の
や
う
に
た
つ
た
わ
た
し
だ
ら
う
〉
、
中
桐
雅
夫
「
ユ
マ
ニ
テ
」
に
お

け
る
〈
撃
た
れ
た
鳩
〉
の
う
た
う
〈
挽
歌
〉
、
〈
数
す
く
な
い
葩
た
ち
が
／
悲
し
く
も
さ
か
ん
に
／
血
を
は

い
て
う
た
ふ
無
益
の
う
た
〉
、
〈
ふ
き
つ
な
何
か
が
あ
る
に
し
て
も
／
美
し
い
楯
を
か
き
い
だ
い
て
／
空
た

か
く
翔
ば
ね
ば
な
ら
ん
〉
な
ど
、
死
と
喪
失
の
イ
メ
ジ
が
連
続
し
て
い
る
。
池
田
時
雄
「
古
風
な
軍
歌
」
は
、

〈
炎
の
中
に
／
肉
体
は
美
し
く
燃
え
病
む
で
ゐ
た
〉
、
〈
か
つ
て
の
夢
の
様
に
苦
し
い
胸
よ
／
お
前
の
歌
は

引
き
裂
か
れ
／
あ
ゝ
今
は
電
柱
の
様
に
／
胸
に
ポ
ス
タ
ア
を
貼
つ
て
立
つ
の
み
／
あ
ゝ
〉
と
、
空
虚
な
さ
ま

が
描
か
れ
て
お
り
、
時
勢
に
対
す
る
シ
ニ
カ
ル
な
視
点
を
見
せ
て
い
る
。

★
『
Ｌ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｌ
』

輯
（
昭

・
４
）

22

15

詩
作
品
は
森
川
義
信
は
じ
め
二
〇
名
の
作
品
が
並
ぶ
。
森
川
「
壁
」
【
⑯
】
は
〈
水
〉
に
浸
さ
れ
た
世
界

の
な
か
、〈
扉
や
支
柱
の
倒
れ
る
な
か
に
／
そ
の
階
段
は
ど
こ
へ
続
い
て
ゐ
る
の
か
〉
と
、
前
輯
掲
載
の
「
衢
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に
て
」
と
同
様
に
、
〈
階
段
〉
の
ゆ
く
え
が
問
わ
れ
、
つ
い
に
そ
の
〈
幻
の
街
〉
は
、
〈
か
ぞ
へ
き
れ
な
い

壁
や
腕
椅
子
は
／
悲
痛
に
よ
ご
れ
／
水
平
の
ま
ま
沈
ん
で
い
つ
た
だ
ら
う
〉
と
結
ば
れ
る
。
続
い
て
置
か
れ

た
岡
村
真
幸
「
底
流
」
【
⑰
】
も
、
森
川
の
世
界
観
と
共
鳴
し
て
お
り
、
沈
み
、
堆
積
す
る
〈
流
れ
の
底
〉

に
〈
幻
が
走
り
〉
、
〈
壁
の
中
に
塗
り
こ
め
ら
れ
て
ゐ
る
か
の
や
う
に
〉
〈
亡
霊
に
憑
か
れ
た
長
い
影
が
歩
い

て
〉
ゆ
き
、
〈
地
平
の
果
て
〉
は
〈
崩
れ
て
ゆ
く
〉
。
鮎
川
信
夫
「
形
相
」
【
⑱
】
は
、
前
輯
「
後
記
」
で
中

桐
が
記
述
し
て
い
た
、
鮎
川
の
『
メ
タ
フ
ュ
ジ
カ
』
摂
取
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
篇
に
お
い
て
も
、
先

の
森
川
ら
と
同
様
、
〈
一
本
の
茎
は
清
浄
な
水
を
欲
す
る
〉
、
〈
花
の
ほ
と
り
に
水
を
〉
と
い
っ
た
よ
う
に
、

〈
水
〉
の
イ
メ
ジ
が
語
ら
れ
、
同
時
に
、
〈
す
べ
て
が
放
擲
さ
れ
〉
、
〈
お
ま
へ
〉
は
〈
五
つ
の
ド
ア
〉
に
閉

塞
さ
れ
て
い
る
。
並
ん
で
置
か
れ
た
中
桐
の
長
詩
「
ユ
マ
ニ
テ
」
【
⑲
】
は
、
〈
わ
た
し
の
言
ふ
こ
と
は
変

で
あ
る
〉
と
い
う
印
象
的
な
フ
レ
ー
ズ
が
繰
り
返
さ
れ
、
風
景
の
喪
失
と
〈
か
ら
だ
の
ま
は
り
が
腐
蝕
し
て

く
る
〉
と
す
る
肉
体
の
崩
壊
感
覚
が
〈
臭
気
〉
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
際
立
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

★
『
Ｌ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｌ
』

輯
（
昭

・
８
）

輯
は
欠
。

24

15

23

詩
作
品
は
三
好
豊
一
郎
は
じ
め
一
二
名
の
作
品
が
並
び
、
輯
を
追
う
ご
と
に
、
そ
の
数
を
減
少
さ
せ
て
い

る
。
三
好
の
「
糧
」
【
⑳
】
は
静
か
な
語
り
口
に
変
化
し
て
お
り
、
〈
わ
た
し
の
内
側
を
の
ぞ
く
が
よ
い
／

わ
た
し
の
肩
の
息
吹
に
耳
を
澄
ま
す
が
よ
い
／
お
ま
へ
は
う
ば
は
れ
て
も
ま
だ
涙
を
失
は
ぬ
水
で
あ
る
〉
と

い
う
よ
う
に
、
前
輯
の
詩
篇
群
が
あ
ら
わ
し
て
い
た
〈
水
〉
の
形
象
や
喪
失
感
と
い
っ
た
特
徴
を
継
承
し
て

い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
加
え
て
、
鮎
川
の
描
き
出
し
て
い
た
室
内
と
イ
メ
ジ
を
通
わ
せ
て
い
る
の
が
、
日

高
貌
二
「
径
路
」
【
㉑
】
で
あ
り
、
〈
空
虚
な
部
屋
で
あ
る
／
恐
る
べ
き
部
屋
で
あ
る
／
一
本
の
茎
も
な
く

／
う
な
だ
れ
た
椅
子
と
椅
子
と
／
新
し
い
流
体
は
／
動
か
う
と
も
し
な
い
〉
と
、
そ
の
語
彙
に
お
い
て
も
親

和
性
が
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
、
〈
毀
れ
た
人
の
ほ
と
り
〉
と
す
る
佐
藤
英
哉
「
時
間
の
姿
勢
」
【
㉒
】
、
〈
流

れ
に
つ
ゝ
か
ゝ
り
／
流
れ
に
お
さ
れ
て
／
流
れ
行
く
も
の
〉
が
リ
フ
レ
イ
ン
さ
れ
、
そ
の
う
ち
で
は
、
〈
信

仰
の
一
切
〉
が
〈
忘
却
の
よ
ど
み
に
く
だ
か
れ
〉
、
〈
祈
祷
〉
は
〈
消
滅
〉
し
、
〈
涙
も
て
／
打
砕
か
れ
た
昔

の
真
珠
〉
が
〈
さ
が
し
求
〉
め
ら
れ
て
い
る
関
保
義
「
よ
ど
み
」
【
㉓
】
、
さ
ら
に
、
前
輯
の
中
桐
雅
夫
「
ユ

マ
ニ
テ
」
で
描
か
れ
た
肉
体
表
象
と
響
き
合
う
も
の
に
、
小
野
一
雄
「
夜
」
【
㉔
】
が
あ
る
。
件
の
中
桐
は

「
樹
木
抄
」
【
㉕
】
に
お
い
て
、
樹
木
と
重
な
り
合
う
よ
う
な
肉
体
の
イ
メ
ジ
を
象
る
こ
と
に
成
功
し
、
〈
肉

体
〉
の
語
彙
や
イ
メ
ジ
を
同
様
に
詩
篇
の
う
ち
に
刻
ん
だ
の
は
、
堀
越
秀
夫
「
逆
転
」
【
㉖
】
、
鮎
川
「
形

相
」
【
㉗
】
、
高
玉
英
一
「
睡
眠
」
【
㉘
】
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
人
間
に
お
け
る
イ
メ
ジ
の
近
接
が
輯

を
追
う
ご
と
に
著
し
い
。
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★
『
詩
集
』

輯
（
昭

・

）
表
紙
に
「
Ｌ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｌ
改
題
」
と
あ
る
。
皇
紀
二
六
〇
〇
年
を
示
す
「2600

」

25

15

11

の
数
字
。

巻
頭
に
鮎
川
信
夫
の
長
詩
「
泉
の
変
貌
」
【
㉙
】
。
前
輯
ま
で
の
水
の
イ
メ
ジ
、
喪
失
、
崩
壊
、
そ
し
て
、

肉
体
の
外
在
化
と
い
っ
た
要
素
が
集
大
成
さ
れ
た
感
が
あ
る
。
詩
作
品
は
、
巻
頭
の
鮎
川
、
マ
ラ
ル
メ
の
翻

訳
詩
ほ
か
、
関
保
義
は
じ
め
一
二
名
の
作
品
が
並
ぶ
。
全
体
に
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
風
情
が
漂
っ
て
い
る
。

巻
頭
の
鮎
川
「
泉
の
変
貌
」
の
世
界
と
響
き
合
っ
て
い
る
の
は
、
巻
末
近
く
に
置
か
れ
た
牧
野
虚
太
郎
「
碑
」

【
㉚
】
「
独
楽
」
【
㉛
】
で
あ
り
、
一
誌
の
内
の
配
列
意
識
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
植
物
や
自
然
と

同
一
化
す
る
影
と
し
て
の
女
性
形
象
な
ど
、
独
特
の
静
謐
な
世
界
観
は
〈
森
〉
の
発
見
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に

愁
い
と
感
傷
と
が
深
め
ら
れ
て
い
る
。

「
後
記
」
で
は
、
誌
名
改
題
に
つ
い
て
中
桐
が
次
の
よ
う
に
淡
々
と
述
べ
て
い
る
。「
と
に
か
く
〈
詩
集
〉

と
改
題
す
る
こ
と
に
し
た
。
私
た
ち
は
新
ら
し
い
出
発
を
す
る
た
び
に
改
題
と
い
ふ
祝
祭
を
も
つ
て
き
た
や

う
に
も
思
わ
れ
る
」
。
実
際
は
、
出
版
統
制
強
化
に
と
も
な
う
情
報
局
の
指
令
に
よ
る
改
題
で
あ
る
が
、
そ

の
こ
と
に
は
詩
誌
内
で
は
一
言
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
田
村
隆
一
『
若
い
荒
地
』
「
最
初
の
『
死
』
の
完

成
」
（
昭

・

思
潮
社
）
で
は
、
「
改
題
の
問
題
は
、
日
本
の
全
面
的
な
戦
争
体
制
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
、

43

10

当
然
外
的
な
力
に
よ
る
干
渉
の
結
果
で
あ
っ
た
。
新
宿
柏
木
の
鮎
川
の
家
に
、
在
京
の
ク
ラ
ブ
員
が
十
人
ば

か
り
集
っ
て
、
外
国
語
で
な
い
雑
誌
名
を
み
ん
な
で
あ
れ
こ
れ
考
え
た
末
に
、
い
ち
ば
ん
平
凡
で
、
あ
き
の

、
、
、
、
、
、

、
、

こ
な
い
《
詩
集
》
に
お
ち
つ
い
た
の
を
、
ぼ
く
は
ぼ
ん
や
り
お
ぼ
え
て
い
る
。
」
と
、
伝
え
て
い
る
。

『
詩
集
』

輯
（
昭

・
７
）

輯
は
欠
。

27

16

26

詩
作
品
は
巻
頭
の
森
川
義
信
を
は
じ
め
、
訳
詩
二
篇
を
ふ
く
め
て
一
九
人
の
作
品
が
並
ぶ
。
森
川
「
虚
し

い
街
」
【
㉜
】
「
あ
る
る
か
ん
の
死
」
【
㉝
】
は
、
本
誌
の
世
界
観
を
凝
縮
し
た
ハ
イ
レ
ヴ
ェ
ル
な
作
と
捉
え

ら
れ
る
。
「
虚
し
い
街
」
は
『
Ｌ
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｌ
』

輯
に
掲
載
さ
れ
た
「
壁
」
を
元
に
整
え
て
い
っ
た
作
品
で

22

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
〈
切
な
い
暗
さ
の
底
〉
〈
階
段
〉
〈
哀
れ
な
水
の
匂
ひ
〉
、
そ
し
て
、
〈
か
ぞ
へ
き

れ
な
い
扉
や
支
柱
も
／
悲
痛
に
よ
じ
れ
／
水
平
の
ま
ま
沈
ん
で
い
つ
た
だ
ら
う
〉
と
い
う
結
び
も
「
壁
」
と

同
じ
く
で
あ
る
。
「
あ
る
る
か
ん
の
死
」
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
は
虚
無
と
死
の
影
を
い
っ
そ
う
濃
く
し
て
お

り
、
ま
た
、
群
を
抜
い
て
魅
力
的
な
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
西
洋
的
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
森
川
の
詩
篇
に

対
し
て
、
日
本
的
な
風
景
の
な
か
に
死
を
ま
ぎ
れ
込
ま
せ
な
が
ら
幻
想
的
に
描
き
出
し
た
の
が
、
続
い
て
お

か
れ
た
田
村
隆
一
「
春
雨
」
【
㉞
】
と
佐
々
木
章
男
「
伝
説
」
【
㉟
】
で
あ
り
、
こ
の
二
篇
は
驚
く
ほ
ど
そ

の
世
界
観
を
共
有
し
て
い
る
。
北
村
太
郎(

松
村
文
雄)

の
「
会
話
」
も
目
を
ひ
く
。
〈
わ
た
し
〉
と
〈
お
ま

へ
〉
は
男
女
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
〈
あ
／
お
ま
へ
の
愛
す
る
犬
た
ち
が
駈
け
て
き
た
よ
／
わ
た
し
は
彼
ら
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を
飼
ふ
の
に
倦
き
た
か
ら
／
こ
の
ご
ろ
食
物
を
与
へ
な
い
で
ゐ
る
〉
、
〈
笑
ひ
か
け
て
ゐ
る
な
／
嘲
笑
な
の

か
も
し
れ
な
い
〉
と
い
っ
た
、
〈
わ
た
し
〉
の
〈
お
ま
へ
〉
に
対
す
る
意
識
の
ず
ら
し
方
が
、
ま
る
で
夢
の

中
で
で
も
あ
る
か
の
よ
う
な
描
出
の
仕
方
で
印
象
的
で
あ
る
。
全
体
に
、
幻
想
的
で
退
廃
的
な
趣
の
詩
篇
が

目
立
ち
、
そ
こ
に
は
〈
神
〉
や
〈
肉
体
〉
、
〈
水
〉
、
そ
し
て
女
性
形
象
が
呼
び
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

く
。
こ
れ
ら
は
、
戦
時
を
意
識
し
た
社
会
的
な
背
景
と
、
そ
れ
に
向
き
合
う
自
己
の
あ
り
よ
う
と
が
映
し
出

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
述
べ
た
よ
う
な
イ
メ
ジ
の
共
通
性
は
、
詩
誌
と
い
う
場
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ

た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
形
成
に
影
響
力
を
発
揮
し
て
い
る
の
が
、
お
そ
ら
く
、
森
川
と
牧
野
の
作
品
だ
ろ

う
。「B

O
O

K
R

EV
IEW

」
は
、
マ
ル
セ
ル
・
ア
ラ
ン
『
強
く
生
き
ん
と
て
』
、
モ
オ
リ
ア
ッ
ク
『
知
識
の
悪

魔
』
、
松
浦
嘉
一
『
ダ
ン
詩
選
』
。
堀
口
大
学
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
『
強
く
生
き
ん
と
て
』
は
中
桐
に
よ
っ

て
評
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
「
大
戦
後
の
不
安
と
苦
悶
の
所
産
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の

エ
ピ
グ
ラ
フ
「
あ
あ
！
神
よ
、
わ
れ
に
与
へ
給
へ
／
わ
が
心
と
肉
体
を
嫌
悪
せ
ず
し
て
見
つ
め
得
る
力
と
勇

気
を
！
」
が
、
「
こ
の
小
説
の
テ
ー
マ
」
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
神
へ
の
信
仰
を
持
つ
者
の
、
精
神
と
肉
体
の

あ
り
よ
う
、
な
か
ん
ず
く
肉
体
が
焦
点
化
さ
れ
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
掲
載
詩
作
品
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う

に
、
こ
の
感
覚
は
本
輯
の
作
品
群
の
特
徴
に
も
通
じ
て
い
る
。

一
方
で
中
桐
は
「
後
記
」
で
、
「
ナ
チ
ス
詩
人
に
我
々
が
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
は
れ
る
の
は
、
そ

の
イ
メ
エ
ヂ
の
新
鮮
さ
で
あ
る
と
い
つ
て
も
よ
い
だ
ら
う
。
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
時
代
へ
の
向
き
合
い
方

は
単
純
で
は
な
い
。

『
詩
集
』
第
五
巻
第
四
号
（
昭

・
９
）

16

詩
作
品
は
、
井
手
則
雄
は
じ
め
五
名
の
作
品
が
並
ぶ
。
井
手
「
ひ
と
を
送
る
歌
」
【
㊱
】
で
は
、
〈
雨
と

戦
ひ

い
つ
か
こ
の
村
に
／
美
し
い
日
和
を
齎
す
た
め
に
〉
と
さ
れ
る
せ
め
ぎ
合
い
の
な
か
で
、
〈
美
し
い

日
和
よ
／
あ
な
た
は
い
つ
か
／
訪
れ
て
く
れ
る
だ
ら
う
か
／
堪
へ
ね
ば

こ
の
ひ
と
と
き
を

堪
へ
ね
ば
〉

と
、
そ
の
折
を
待
つ
の
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
〈
堪
へ
ね
ば

こ
の
ひ
と
と
き
を

堪
へ
ね
ば
〉

の
フ
レ
ー
ズ
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
同
誌

輯
（
昭

・
５
）
掲
載
の
鮎
川
信
夫
「
神
々
」【
㊲
】
に
お
け
る
〈
堪

31

17

へ
ね
ば
…
…
、
／
あ
な
た
の
齢
に
と
つ
て
た
だ
の
一
瞬
を
。
〉
に
響
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
両
者
の
世
界
は
対

を
な
し
て
お
り
、
井
手
の
作
品
が
〈
雨
〉
と
の
戦
い
で
あ
る
の
に
対
し
、
鮎
川
の
そ
れ
は
、
〈
戦
ひ
は
何
処

よ
り
か
／
熱
い
太
陽
を
背
負
ふ

神
々
よ
／
あ
な
た
の
渇
望
が
、
／
大
い
な
る
真
昼
の
泉
に
急
ぐ
か
ら
だ
。
〉

と
、
〈
熱
い
太
陽
〉
に
よ
る
〈
渇
望
〉
が
〈
大
い
な
る
真
昼
の
泉
〉
に
急
が
せ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
を
背
後
に
持

ち
、
あ
る
決
断
の
瞬
間
を
思
わ
せ
る
そ
れ
は
、
し
か
し
、
〈
堪
へ
ね
ば
…
…
〉
と
諫
め
ら
れ
て
お
り
、
井
手
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と
鮎
川
に
よ
る
両
作
の
関
係
は
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
井
手
の
作
品
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
二
人
称

が
、
本
輯
掲
載
作
品
に
は
目
立
つ
。
そ
し
て
、
そ
の
イ
メ
ジ
に
お
い
て
も
前
輯
で
指
摘
し
た
特
徴
を
踏
襲
し

て
お
り
、
似
通
っ
て
い
る
。
本
輯
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
「
新
書
評
論
」
で
は
、
田
村
隆
一
「
顔
に
つ
い
て

太
宰
治
『
新
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
」
、
北
村
太
郎
（
松
村
文
雄
）
「
『
ア
ス
モ
デ
』
に
つ
い
て
」
、
梅
村
善
作
「
リ
ル

ケ
の
愛
と
死
の
歌
」
、
中
桐
雅
夫
「
『
望
郷
』
に
つ
い
て
」
。
な
か
で
も
、
田
村
隆
一
に
よ
る
太
宰
評
は
、
「
太

宰
の
文
学
は
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
の
美
し
さ
に
あ
る
」
、
「
太
宰
の
文
学
に
於
け
る
心
理
描
写
は
、
む
し
ろ
、
太

宰
治
の
側
に
あ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
作
品
と
読
者
と
の
間
に
於
け
る
相
互
の
取
引
に
よ
つ
て
、
は
じ
め
て

、
、

効
果
を
生
み
始
め
る
の
だ
」
と
す
る
鋭
い
指
摘
を
ふ
く
ん
で
い
て
興
味
深
い
。

『
詩
集
』
第
五
巻
第
五
号
（
昭

・

）

16

10

「
牧
野
虚
太
郎
追
悼
号
」
。
詩
作
品
は
堀
越
秀
夫
は
じ
め
七
人
の
作
品
が
並
ぶ
。
〈
階
段
〉
や
〈
水
〉
、
室

内
が
モ
チ
ー
フ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
目
立
ち
、
一
定
の
傾
向
は
本
輯
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て

い
る
。

「
後
記
」
で
中
桐
は
、
「
朗
読
」
「
朗
読
詩
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
詩
自
体
の
良
さ
は
減
ず
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
「
朗
読
と
い
ふ
こ
と
が
も
は
や
詩
の
ひ
と
つ
の
よ
さ
」
で
あ
る
と
し
、
そ
の
角
度
か
ら
見

、
、

直
す
こ
と
も
「
何
ら
か
の
益
を
与
へ
て
く
れ
る
」
と
述
べ
、
「
読
む
た
め
の
詩
と
聴
く
た
め
の
詩
と
が
、
互

ひ
に
孤
立
し
、
お
互
ひ
に
相
手
を
軽
蔑
し
て
ゐ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
愚
か
だ
つ
た
」
と
指
摘
す
る
に
お
よ
ん

で
い
る
。
そ
し
て
、
「
国
民
詩
」
は
「
生
み
の
苦
し
み
」
に
あ
り
、
「
私
た
ち
二
十
代
の
も
の
に
対
す
る
よ

き
指
導
と
、
理
解
あ
る
鞭
撻
」
を
求
め
て
い
る
。
「
朗
読
詩
」
や
「
国
民
詩
」
と
い
っ
た
も
の
を
同
時
代
の

青
年
詩
人
た
ち
が
受
け
と
め
る
ス
タ
ン
ス
の
一
端
と
し
て
興
味
深
い
。

『
詩
集
』
第
六
巻
第
一
号
（
昭

・
１
）
日
米
開
戦
直
後

17

前
二
輯
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
、
時
局
を
意
識
し
た
「
若
き
世
代
の
自
覚
」
に
代
わ
り
、
扉
詩
に
村
次
郎
「
風

の
歌
Ⅰ
」
。
評
論
は
い
っ
さ
い
含
ま
ず
、
以
下
、
詩
篇
の
み
一
五
名
の
作
品
が
並
ぶ
。
巻
末
の
「
告
」
が
、

次
の
よ
う
に
そ
の
理
由
を
記
し
て
い
る
。
「
本
誌
は
昭
和
拾
六
年
拾
貳
月
を
以
て
詩
誌
「
山
の
樹
」
と
合
流

致
し
ま
し
た
／
以
後
両
誌
協
力
し
て
良
い
詩
誌
を
育
て
て
ゆ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
／
合
流
記
念
号
と
し
て
本

輯
を
全
詩
作
品
集
と
致
し
ま
す
」
。
『
山
の
樹
』
は
、
芥
川
比
呂
志
・
村
次
郎
・
中
村
真
一
郎
・
白
井
浩
司

・
鈴
木
亨
・
堀
田
善
衛
ら
慶
応
・
東
大
系
の
詩
誌
。
応
召
し
た
中
桐
雅
夫
に
代
わ
り
、
本
輯
か
ら
井
手
則
雄

が
編
集
兼
発
行
人
。

田
久
徳
蔵
「
恩
賜
花
壇
」
で
は
、
〈
そ
こ
に
は
軽
い
軍
靴
の
ひ
び
き
は
な
か
つ
た
ら
う
／
そ
こ
に
は
唸
る
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機
銃
の
轟
音
も
な
か
つ
た
ら
う
／
し
か
し
／
熱
い
聖
寵
に
頭
を
垂
れ
／
一
つ
の
啓
示
に
触
れ
／
昨
日

戦
場

を
馳
駆
し
た
青
年
の
貌
が
あ
つ
た
〉
、
〈
花
の
中
に

光
の
中
に
／
わ
づ
か
に
微
笑
す
る
青
年
の
決
意
が
あ

つ
た
〉
と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
い
戦
時
に
関
わ
る
具
体
性
が
う
た
わ
れ
る
。
ま
た
、
北
山
鳩
子

「
晩
秋
曇
天
」
で
は
、
〈
水
の
や
う
な
若
い
青
年
〉
と
〈
語
ら
ひ
あ
ゆ
む
〉
〈
私
〉
と
は
、
〈
芭
蕉
や
春
月
や

ひ

と

ヴ
ァ
レ
リ
ー
や
／
も
つ
と
多
く
の

及
び
が
た
い
天
才
の
う
へ
を
敬
ひ
か
た
る
〉
が
、
〈
電
車
通
り
の
方
角

ひ

と

か
ら
／
一
隊
の
兵
士
が
や
つ
て
く
る
／
隊
伍
を
と
と
の
へ
、
靴
音
を
鳴
ら
し
／
灰
色
の
舗
道
を
そ
こ
だ
け
黄

色
く
彩
つ
て
／
ひ
と
し
く
精
悍
な
意
志
的
な
表
情
を
前
方
に
向
け
て
ゐ
る
／
／
そ
の
一
人
一
人
は
／
生
命

か

ほ

い
の
ち

が
け
な
る
愛
の

腕

を
離
れ
／
お
の
れ
の
智
恵
の
届
か
な
い
宿
命
に
生
身
を
な
げ
る
／
未
来
の
人
等
が
さ

か
ひ
な

り
げ
な
く
語
り
合
ふ
／
二
十
世
紀
の
逸
話
の
た
め
に
〉
と
し
て
、
甘
や
か
な
知
性
と
そ
れ
が
届
か
な
い
宿
命

を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
兵
士
達
と
を
、
〈
外
苑
〉
の
風
景
の
内
に
共
存
さ
せ
、
や
が
て
そ
ち
ら
側

へ
ゆ
く
運
命
と
な
る
の
か
も
知
れ
ぬ
〈
か
た
は
ら
の
、
優
し
い
ひ
と
の
身
〉
を
、
〈
私
の
頭
上
を
交
錯
し
た

陰
が
お
ち
る
〉
、
〈
晩
秋
曇
天
〉
の
語
と
と
も
に
憂
わ
し
く
思
っ
て
い
る
さ
ま
を
象
っ
て
い
る
。
北
山
は
、

こ
れ
よ
り
二
年
前
の
「
星
」（
『
Ｌ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｌ
』

輯
）
に
お
い
て
も
、
戦
死
へ
の
シ
ニ
カ
ル
な
視
点
を
描
い

21

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
姿
勢
は
本
輯
に
お
い
て
も
通
じ
て
い
る
。
中
村
真
一
郎
（
「
滅
び
の
淵
」
）

や
堀
田
善
衛
（
「
…
…
…
の
で
あ
つ
た
」
）
ら
、
『
山
の
樹
』
と
の
合
流
に
よ
っ
て
登
場
し
た
作
り
手
た
ち
の
作

品
に
は
、
も
の
悲
し
げ
な
静
謐
さ
で
存
在
の
不
安
に
揺
れ
て
い
る
さ
ま
が
受
け
と
め
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、

〈
神
〉
〈
肉
体
〉
〈
精
神
〉
な
ど
の
語
も
、
収
載
詩
篇
全
体
に
お
い
て
目
立
つ
。

井
手
則
雄
に
よ
る
「
後
記
」
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。
「
戦
争
が
始
ま
つ
て
か
ら
国
民
の
顔
は
全
く
明
る

く
な
つ
た
。
生
活
感
情
も
新
鮮
に
な
つ
た
。
詩
人
は
昨
日
ま
で
何
か
半
端
な
場
所
に
立
つ
て
暗
示
的
な
物
の

言
ひ
方
ば
か
り
し
て
ゐ
た
の
で
、
憂
鬱
で
は
あ
つ
た
が
、
今
度
こ
そ
も
う
大
丈
夫
だ
と
思
つ
た
に
違
ひ
な

い
」
。
そ
し
て
、
若
い
詩
人
達
は
「
気
の
毒
な
中
途
な
場
所
」
で
「
熱
情
を
持
て
あ
ま
し
蒼
褪
め
き
つ
て
ゐ

た
」
、
「
実
に
苦
し
い
数
年
」
で
あ
っ
た
と
、
そ
の
開
放
感
が
強
調
さ
れ
、
「
民
族
の
決
意
」
「
民
族
詩
の
発

展
」
に
若
い
詩
人
達
の
は
た
ら
き
が
希
求
さ
れ
て
い
る
さ
ま
を
述
べ
て
い
る
。

『
詩
集
』

輯
（
昭

・
５
）
前
輯
と
の
あ
い
だ
に
昭
和
一
七
年
二
月
号
が
あ
り
、
本
輯
の
あ
と
に
同
年
六
月
号
・

31

17

七
月
号
が
刊
行
さ
れ
て
終
刊
。
（
『
若
い
荒
地
』
に
よ
る
）

扉
詩
に
鈴
木
亨
の
文
語
詩
「
春
鳥
」
。

翻
訳
に
堀
田
善
衛
に
よ
る
ラ
ン
ボ
ー
詩
「
黄
金
時
」
、
白
井
浩
司
に
よ
る
サ
ル
ト
ル
「
部
屋
」
。

詩
作
品
は
、
神
沢
利
子
は
じ
め
一
〇
名
の
作
品
が
並
ぶ
。
鮎
川
信
夫
「
神
々
」
は
、
複
数
の
動
態
的
な
〈
神

々
〉
の
あ
り
よ
う
を
象
っ
た
と
こ
ろ
が
、
他
詩
篇
の
静
謐
な
〈
神
〉
像
と
は
異
な
り
、
ま
た
、
〈
神
々
〉
に



- 11 -

対
し
て
〈
耐
へ
ね
ば
…
…
、
〉
と
の
呼
び
か
け
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
呼
び

か
け
に
つ
い
て
は
、
井
手
則
雄
「
ひ
と
を
送
る
歌
」
（
『
詩
集
』
昭

・
９
）
に
お
け
る
〈
堪
へ
ね
ば

こ
の

16

ひ
と
と
き
を

堪
へ
ね
ば
〉
が
響
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
は
、
す
で
に
お
こ
な
っ
た
と
お
り
で

あ
る
。
ま
た
、
三
好
豊
一
郎
「
捧
ぐ
」
は
、
そ
の
副
題
を
「
一
九
四
一
年
冬
の
嘔
吐
」
と
し
て
お
り
、
同
輯

掲
載
の
白
井
浩
司
訳
サ
ル
ト
ル
「
部
屋
」
と
の
響
き
合
い
も
感
得
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
前
輯
同
様
、〈
神
〉

や
自
然
と
の
交
感
の
な
か
に
静
謐
な
不
安
を
湛
え
る
も
の
が
多
く
、
関
保
義
「
泉
に
立
つ
影
」
【
㊳
】
は
、

そ
の
感
覚
を
よ
く
象
徴
し
て
い
る
。
〈
ひ
た
ひ
た
と
波
打
つ
泉
を
信
じ
〉
、
〈
盲
ひ
た
愛
情
を
信
じ
な
が
ら
〉
、

〈
泉
〉
を
み
つ
め
る
〈
わ
た
し
〉
の
眼
に
映
る
の
は
、
〈
か
よ
わ
き
人
の
眠
り
〉
、
〈
生
き
な
が
ら
に
し
て
死

を
呼
吸
し
／
幽
霊
の
空
し
い
生
活
を
送
る
お
ろ
か
な
人
〉
、
そ
し
て
そ
こ
に
、
〈
神
々
の
招
き
を
の
ぞ
ん
で

ゐ
る
〉
あ
り
よ
う
で
、
そ
れ
ら
は
水
鏡
に
映
る
〈
わ
た
し
〉
の
内
景
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

【
八
王
子
の
詩
誌
・
『
故
園
』
『
無
誌
名

タ
イ
プ
印
刷
誌
』
】

『
故
園
』
第
一
輯
（
昭

・
１
）
、
第
二
輯(

昭

・
５)

、
第
三
輯(
昭

・
９
）
は
、
い
ず
れ
も
八
王
子
の

18

18

18

小
川
富
五
郎
を
中
心
と
す
る
詩
人
た
ち
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
も
の
。
三
好
豊
一
郎
の
詩
才
を
醸
成
し
た
場

で
も
あ
る
。
第
二
輯
に
鮎
川
信
夫
の
「
橋
上
の
人
」
第
一
作
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
。
『
無

誌
名

タ
イ
プ
印
刷
誌
』
（
昭

・
４
）
は
、
敗
戦
間
際
に
三
好
豊
一
郎
が
編
集
し
、
三
好
の
「
囚
人
」
が
掲

20

載
さ
れ
て
い
る
。

『
故
園
』
第
一
輯
（
昭

・
１
）

18

掲
載
順
に
三
好
豊
一
郎
、
浅
野
博
史
、
里
村
修
二
郎
、
小
林
孝
爾
（
小
林
孝
次
の
筆
名
・
小
川
富
五
郎
の
命

名
に
よ
る
）
、
久
慈
樹
一
（
難
波
律
郎
）
、
小
川
富
五
郎
の
六
名
に
よ
る
十
詩
篇
を
掲
載
。

〈
水
た
ま
り
に
は
茜
の
雲
が
映
つ
て
ゐ
て
／
あ
な
た
の
涙
が
と
け
て
ゐ
る
や
う
な
気
が
す
る
／
／
匂
ひ
の

美
し
い
白
い
樹
が
立
つ
て
ゐ
て
／
こ
の
世
な
ら
ぬ
あ
な
た
の
裳
裾
が
夢
の
や
う
に
降
り
て
く
る
気
配
が
す

る
〉
（
三
好
「
夢
幻
」
）
、
〈
愛
と
嫌
悪
の
彼
岸
か
ら
／
あ
な
た
の
肉
体
は
美
し
い
音
響
を
発
す
る
〉
、
〈
あ
な
た

は
菩
提
樹
の
下
で
／
再
び
自
分
を
見
つ
け
だ
す
／
傷
つ
い
た
顔
や
／
大
理
石
の
空
白
な
表
示
を
〉（
里
村
「
夜

の
譜
」
）
、
〈
エ
メ
ラ
ル
ド
の
や
う
に
濡
れ
た
羽
を
／
消
え
は
て
た
カ
ミ
ン
の
上
に
憩
め
て
／
日
毎
深
い
眠
り

に
は
い
つ
て
ゆ
く
／
泉
の
端
に
角
燈
を
灯
し
て
／
荘
重
な
ハ
ー
プ
の
韻
律
に
／
み
え
な
い
ド
レ
ス
が
踊
り
つ

づ
け
る
〉
（
小
林
「
黒
い
石
」
）
、
〈
小
さ
な
泉
か
ら
立
ち
上
り
／
白
馬
を
呼
ぶ
と
／
鞍
を
し
つ
ら
へ
／
わ
た
し

は
そ
こ
の
幽
暗
に
別
れ
た
／
／
蹄
の
音
は
か
つ
か
つ
と
鳴
り
／
清
い
谷
間
に
白
百
合
を
見
た
〉（
小
川
「
道
」
）
。

共
通
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
詩
篇
を
寄
せ
合
っ
た
の
か
と
思
う
ほ
ど
だ
が
、
小
林
孝
次
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
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な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
当
時
の
詩
作
の
原
点
に
つ
い
て
、
小
林
は
次
の
よ
う
な
興
味
深

い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

や
っ
ぱ
り
僕
の
中
に
そ
の
こ
ろ
あ
っ
た
の
は
、
水
で
す
ね
。
た
ま
っ
て
る
水
と
か
、
流
れ
て
る
水
と
か
ね
。
浅

川
で
遊
ん
で
た
か
ら
、
そ
れ
が
僕
の
原
点
に
な
っ
て
ん
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。
絵
も
そ
う
い
う
の
ば
っ
か
り
描

い
て
た
し
ね
。
だ
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
あ
れ
で
し
ょ
う
ね
、
胸
の
中
に
あ
る
も
の
は
、
頭
の
中
を
去
来
す
る
も
の
は

全
部
、
そ
う
い
う
水
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
故
園
』
第
二
輯
（
昭

・
５
）

18

三
好
は
、
眼
疾
が
進
行
し
失
明
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
小
川
に
寄
せ
て
、
〈
小
川
富
五
郎
兄
宿
痾
の

眼
疾
再
発
す
〉
と
副
題
し
、
詩
「
小
川
富
五
郎
兄
に
」
と
す
る
文
語
詩
や
、
出
征
す
る
鮎
川
の
見
送
り
に
す

れ
違
っ
て
し
ま
っ
た
出
来
事
を
記
し
な
が
ら
、
「
現
実
の
な
か
で
自
我
は
い
か
に
働
き
、
何
を
掴
む
か
僕
は

遠
く
か
ら
君
を
見
つ
め
て
ゐ
よ
う
。
君
に
向
か
つ
て
云
ふ
何
の
言
葉
も
僕
は
知
ら
な
い
。
切
に
武
運
を
祈
る
」

と
結
ぶ
小
文
「
鮎
川
信
夫
君
へ
の
私
信
」
な
ど
を
載
せ
て
い
る
。
三
好
自
身
の
病
、
小
川
の
病
、
鮎
川
の
出

征
、
時
局
の
傾
き
、
そ
れ
ら
に
と
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
一
方
で
久
慈
（
難
波
）
は
、
〈
あ
ゝ
犇
め
き
合
ふ
水

よ
／
そ
の
わ
づ
か
な
波
紋
の
底
に
も
／
燃
え
あ
が
ら
う
と
す
る
燐
は
な
い
／
お
ほ
き
く
迂
る
川
岸
の
石
の
蔭

に

凋
み
か
ゝ
つ
た
草
花
よ
／
き
く
が
い
い
／
眼
前
の
滔
々
た
る
川
の
速
さ
の
中
か
ら
／
聴
え
て
く
る
紊
れ

た
精
神
の
音
を
―
〉（
「
水
辺
」
）
と
、
そ
の
認
識
を
〈
憤
怒
〉
と
と
も
に
暗
く
し
、
ま
た
里
村
は
、
〈
過
去
の

小
さ
な
花
弁
が
ふ
る
へ
て
ゐ
る
／
―
暗
い
内
性
で
／
さ
ら
ば
美
し
い
泉
の
女
神
よ
／
私
は
起
ち
あ
が
る
／
つ

ね
に
絶
へ
ま
な
き
泉
の
行
方
を
信
じ
な
が
ら
〉（
「
投
影
」
）
と
、〈
過
去
〉
の
〈
幻
影
〉
を
総
括
し
、
小
林
は
、

〈
悲
し
い
夜
の
中
〉
を
歩
く
〈
老
犬
〉
を
、
〈
も
つ
と
深
い
水
の
底
に
ま
で
／
彼
の
足
や
手
が
青
く
動
い
て

ゆ
く
／
そ
し
て
こ
の
時
間
／
彼
の
知
ら
な
か
つ
た
歓
び
が
／
彼
の
血
の
中
に
限
り
な
く
入
つ
て
く
る
〉
と
、

〈
水
〉
に
よ
っ
て
な
ぐ
さ
め
、
〈
す
べ
て
に
温
か
く
つ
ゝ
ま
れ
な
が
ら
〉
、
〈
夜
の
手
を
か
す
か
に
額
に
感
じ

つ
ゝ
〉
眠
ら
せ
る
（
「
歩
道
」
）
。
ま
た
何
よ
り
、
鮎
川
の
「
橋
上
の
人
」
【
㊴
】
に
お
け
る
〈
あ
な
た
〉
は
、

〈
石
で
作
ら
れ
た
涯
し
な
い
屋
根
の
町
の
／
は
る
か
足
下
を
潜
り
ぬ
け
る
黒
い
水
の
流
れ
〉
に
み
ず
か
ら
の

姿
を
映
し
、
〈
み
づ
か
ら
の
心
象
を
鳥
瞰
〉
し
よ
う
と
す
る
者
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
の
水
が
、
か

つ
て
の
「
泉
の
変
貌
」
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
〈
黒
い
水
の
流
れ
〉
、
〈
泥
に
塗
れ
た
水
脈
〉
、
〈
濁
れ
る
水
〉
、

〈
模
糊
と
し
た
深
淵
〉
、
〈
蒼
ざ
め
た
河
〉
と
形
容
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
現
実
認
識
の
暗
さ
を
見
て
と
る

こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ゆ
え
、
前
述
し
た
よ
う
な
死
へ
の
憧
憬
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
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『
故
園
』
第
三
輯
（
昭

・
９
）

18

小
川
、
久
慈
、
小
林
、
里
村
の
同
人
に
加
え
て
田
村
隆
一
が
詩
を
寄
せ
る
。
小
川
は
、
み
ず
か
ら
の
幼
年

時
代
を
父
と
の
対
峙
を
テ
ー
マ
に
描
き
、
久
慈
は
、〈
ふ
た
ゝ
び
か
へ
ら
な
い

夢

の
追
憶
に
む
せ
な
が
ら
〉
、

ロ
マ
ン

〈
傾
く
葦
た
ち
の
な
か
へ
／
私
の
影
が
た
ふ
れ
る
／
す
る
と
あ
た
り
は
あ
は
た
だ
し
く
冷
え
て
く
る
〉
、
〈
さ

う
し
て
私
は
／
そ
こ
だ
け
あ
か
る
い
湖
面
へ
む
か
つ
て
／
胸
が
う
づ
く
そ
の
ひ
と
の
名
を
／
小
ご
え
で
呼
ん

で
み
た
り
し
た
〉
と
、
先
に
あ
げ
た
第
一
輯
の
同
人
た
ち
に
よ
る
イ
メ
ジ
を
反
復
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
加
え
ら
れ
た
田
村
の
詩
は
、
〈
蛇
〉
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
三
作
。
そ
の
う
ち
の
二
作
全
篇
を
次

に
引
く
。

わ
た
し
の
上
で

蛇
は
睡
つ
て
ゐ
た
が
／
夜

非
情
の
泉
に
濡
れ
て
／
は
げ
し
く
顫
へ

は
げ
し
く

悶
へ
／
水
晶
と
な
つ
た
（
「
石
」
）

わ
た
し
の
骨
に
ふ
れ
ゝ
ば
貝
の
ひ
ゞ
き
よ
／
お
ま
へ
の
肉
に
ふ
れ
ゝ
ば
水
の
に
ほ
ひ
よ
（
「
蔭
」
）

田
村
流
の
〈
泉
〉
や
〈
水
〉
が
描
出
さ
れ
、
『
故
園
』
の
世
界
に
溶
け
こ
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
も
、

や
は
り
共
有
さ
れ
た
イ
メ
ジ
の
存
在
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
鮎
川
の
「
泉
の
変
貌
」
の
フ
レ
ー
ズ
、
〈
奪
ふ
も

の
を
／
奪
は
れ
て
／
わ
た
し
の
骨
は
涸
れ
て
ゆ
き
／
し
だ
い
に
眼
を
と
ぢ
た
楕
円
の
石
に
変
つ
て
し
ま
ふ
〉

と
、
田
村
の
「
石
」
と
は
似
通
い
が
見
ら
れ
る
。

彼
ら
が
共
有
し
た
〈
泉
〉
や
〈
水
〉
の
イ
メ
ジ
は
、
時
代
の
飢
渇
感
に
関
わ
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
、

そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
。
自
己
愛
の
影
を
宿
す
〈
あ
な
た
〉
の
創
出
や
、
異
性
の
影
を
宿
す
そ
れ
へ
の

拝
跪
に
も
似
た
感
情
。
そ
れ
ら
を
と
り
ま
く
水
は
、
そ
う
い
っ
た
〈
あ
な
た
〉
と
自
身
と
を
慰
謝
し
な
が
ら

結
ぶ
存
在
と
し
て
求
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
菱
山
修
三
訳
『
魅
惑
』
（
昭

・

青
磁
社
）

16

12

を
介
し
た
ヴ
ァ
レ
リ
ィ
の
世
界
、
〈
水
〉
や
〈
泉
〉
や
「
若
き
パ
ル
ク
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
女
性
形
象

を
求
め
る
時
代
的
心
性
が
す
で
に
あ
り
、
そ
れ
が
み
ご
と
に
合
致
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
長
い
戦
時
体
制
に
よ
る
抑
圧
的
な
あ
り
さ
ま
は
、
そ
こ
に
生
き
る
詩
人
た
ち
に
〈
水
〉
を
求
め
さ
せ
た

の
で
は
な
か
っ
た
か
。
『
故
園
』
の
同
人
、
小
林
孝
爾
が
、
「
戦
時
下
と
い
う
情
況
か
ら
逃
れ
た
い
と
い
う

こ
と
ば
か
り
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
な
お
の
こ
と
詩
作
な
ど
に
没
頭
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
い
い
詩

を
書
く
こ
と
、
い
い
絵
を
描
く
こ
と
が
私
に
と
っ
て
は
一
番
大
切
な
こ
と
で
し
た
。
」
と
、
当
時
を
振
り
返

っ
て
述
べ
る
心
の
あ
り
よ
う
は
示
唆
に
富
む
。

（
宮
崎
「
戦
時
下
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム

―
詩
誌
「
故
園
」
を
め
ぐ
る
世
界
」
『
日
本
現
代
詩
歌
研
究
』
第
８
号

平

成

年
３
月
初
出
、
『
戦
争
の
な
か
の
詩
人
た
ち
―
「
荒
地
」
の
ま
な
ざ
し
』
平

・
９

学
術
出
版
会

所
収
）

20

24
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『
無
誌
名

タ
イ
プ
印
刷
誌
』
（
昭

・
４
）

20

収
録
詩
篇
は
順
に
、
中
桐
雅
夫
「
焰
」
、
衣
更
着
信
「
か
つ
て
の
旅
の
日
の
や
う
に
」
、
猟
人(

三
好
豊
一

郎)

「
囚
人
」
、
疋
田
貫
吉
「
若
き
火
」
、
鮎
川
信
夫
「
鏡
」
。

中
桐
「
焰
」
は
、
〈
私
〉
の
も
の
が
〈
「
世
界
」
の
中
に
投
込
ま
れ
〉
、
そ
れ
ら
が
〈
私
の
も
の
で
な
い
私

の
も
の
。
／
私
の
も
の
で
な
い
「
世
界
〉
の
も
の
。
〉
と
な
っ
た
と
き
、
〈
私
〉
は
〈
そ
れ
ら
す
べ
て
の
怨

霊
を
背
景
に
〉
、
〈
花
も
葉
も
焼
け
落
ち
／
く
ろ
く
焦
げ
残
つ
て
ゐ
る
幹
の
姿
勢
で
〉
〈
佇
ん
で
ゐ
る
〉
と
い

う
空
襲
と
そ
の
焼
け
跡
を
イ
メ
ジ
さ
せ
る
世
界
を
造
型
し
て
い
る
。
衣
更
着
信
「
か
つ
て
の
旅
の
日
の
や
う

に
」
は
、
中
桐
の
動
的
な
世
界
観
と
は
対
照
的
に
、
静
か
な
喪
失
感
を
、
〈
ど
ん
な
旅
が
あ
つ
た
で
あ
ら
う

／
思
惟
を
返
へ
せ
ば
〉
の
リ
フ
レ
イ
ン
に
よ
っ
て
創
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
猟
人
」
を
名
の
る
三
好
豊

一
郎
は
、
二
年
後
の
昭
和
二
二
年
一
〇
月
、
「
「
詩
学
」
第
一
回
詩
人
賞
」
を
受
賞
す
る
こ
と
に
な
る
詩
「
囚

人
」
を
、
こ
こ
に
載
せ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
受
賞
ひ
と
月
前
の
同
年
九
月
、
『
荒
地
』
創
刊
号
に
再
掲
載
さ

れ
て
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
疋
田
貫
吉
「
若
き
火
」
は
、
巻
頭
の
中
桐
「
焰
」
と
題
材
を
同
じ
く
は
し

て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
や
は
り
静
寂
な
そ
れ
で
、
〈
闇
〉
に
拡
が
る
〈
炎
〉
は
〈
夜
を
焦
す
ひ
と
す
じ
の
煙

り
と
／
老
年
の
皺
を
描
い
た
君
の
顔
と
／
乾
い
た
河
床
に
ひ
び
く
物
音
の
ほ
か
に
／
呼
び
交
は
す
化
鳥
の
夜

泣
き
に
怯
え
て
〉
い
る
さ
ま
を
あ
ぶ
り
出
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
鮎
川
信
夫
「
鏡
」
は
、
〈
灯
の
な
い
あ
る

じ
の
／
研
い
だ
鏡
は
／
青
く
凍
つ
た
地
獄
を
一
心
に
み
つ
め
て
ゐ
る
〉
の
で
あ
り
、
そ
の
〈
鏡
〉
を
見
つ
め

る
〈
あ
る
じ
〉
は
、
〈
私
は
蒼
白
に
褪
せ
て
ゐ
る
／
私
は
い
つ
そ
物
の
ひ
か
り
に
添
ふ
五
彩
の
微
塵
に
な
り

た
い
―
〉
と
洩
ら
す
。
こ
の
翌
年
の
二
一
年
七
月
、
『
新
詩
派
』
に
発
表
さ
れ
た
「
耐
へ
が
た
い
二
重
」
に

あ
ら
わ
れ
る
〈
鏡
〉
に
通
じ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
「
鏡
」
で
映
し
出
さ
れ
て
い
る
〈
青
く
凍
り
つ
い
た
地

獄
〉
か
ら
、
「
耐
へ
が
た
い
二
重
」
の
〈
髭
だ
ら
け
の
死
者
〉
が
立
ち
あ
ら
わ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

本
誌
に
つ
い
て
牟
礼
慶
子
『
鮎
川
信
夫
か
ら
の
贈
り
も
の
』
（
平

・

思
潮
社
）
は
、
そ
の
成
立
経
緯

15

10

を
次
の
よ
う
な
三
好
豊
一
郎
か
ら
の
書
簡
に
よ
っ
て
紹
介
し
て
い
る
。

昭
和
十
九
年
私
も
徴
用
で
小
西
六
写
真
日
野
工
場
へ
人
リ
ま
し
た
、
そ
の
と
き
庶
務
の
タ
イ
ピ
ス
ト

に
頼
ん
で
複
写
タ
イ
プ
で
四
、
五
部
記
録
的
に
「
荒
地
」
諸
友
の
作
品
を
ま
と
め
各
人
に
配
リ
ま
し
た
、

こ
の
冊
子
に
は
題
名
は
あ
り
ま
せ
ん
、
（
略
）
こ
れ
は
対
外
的
な
も
の
で
な
く
内
部
の
記
録
で
執
筆
者

以
外
に
配
る
部
数
の
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
、
木
原
孝
一
は
こ
の
冊
子
を
通
信
と
し
て
扱
っ
て
い

ま
し
た
が
、
通
信
と
い
う
の
は
内
容
で
誌
題
と
は
違
い
ま
す
、
（
略
）
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【
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
の
崩
壊
】

○
「
耐
へ
が
た
い
二
重
」（
『
新
詩
派
』
昭

・
７
）
【
㊵
】

21

〈
不
図
し
た
思
考
が
／
う
な
だ
れ
た
水
仙
の
賢
し
げ
な
影
を
卓
布
に
落
す
／
鏡
が
ひ
や
や
か
に
自
虐
を
睨
む

／
私
は
怖
れ
る
／
古
風
な
銀
の
縁
を
つ
け
て

い
つ
も
こ
の
水
が
動
か
ぬ
こ
と
を
…
…
／
自
己
愛
が
底
深
く

凍
り
つ
い
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
…
…
／
大
き
く
見
ひ
ら
い
た
う
つ
ろ
な
眼
の
／
お
と
ろ
へ
た
視
力
の
闇

を
と
ほ
し
て
／
朧
ろ
に
姿
を
現
は
す
こ
の
髭
だ
ら
け
の
死
者
は
誰
だ
ら
う
〉

○
「
橋
上
の
人
」
第
二
作
（
『
ル
ネ
サ
ン
ス
』
昭

・
６
）
【
㊶
】
、
第
三
作
（
『
文
学

』
昭

・
７
）
【
㊷
】
に
お

23

51

26

け
る
〈
水
〉
の
変
容
。

【
「
ア
メ
リ
カ
」
登
場
の
必
然
性
】

「
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ブ
」
お
よ
び
八
王
子
の
詩
誌
は
、
「
荒
地
」
派
の
詩
的
出
発
期
の
あ
り
さ
ま
と
そ
の
関

係
を
如
実
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
、
詩
句
や
詩
世
界
の
共
有
が
濃
厚
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
戦
後
の
彼
ら
が
活
躍
の
場
と
し
た
『
純
粋
詩
』
へ
受
け
継
が
れ
、
や
が
て
、
「
私
は
こ
の
作

品
で
か
な
り
烈
し
く
剽
窃
を
や
つ
た
」
、「
私
は
断
片
を
集
積
す
る
」
と
い
う
挑
戦
的
な
告
白
を
ふ
く
む
「
「
ア

メ
リ
カ
」
覚
書
」
と
と
も
に
発
表
さ
れ
た
鮎
川
の
詩
「
ア
メ
リ
カ
」
（
『
純
粋
詩
』
昭

・
７
）
が
登
場
す
る

22

必
然
性
を
照
ら
し
出
し
て
も
い
る
。

「
ア
メ
リ
カ
」
詩
句
引
用
典
拠
に
つ
い
て
は
、
牟
礼
慶
子
『
鮎
川
信
夫
―
路
上
の
た
ま
し
い
』
「
鮎
川
信

夫
詩
句
出
典
一
覧
」（
平
４
・

思
潮
社
）
、
宮
崎
「
鮎
川
信
夫
の
〈
ア
メ
リ
カ
〉
―
一
九
四
七
年
の
交
響
―
」

10

（
『
国
語
と
国
文
学
』
平
５
・

初
出
、『
鮎
川
信
夫
研
究
―
精
神
の
架
橋
―
』
平

・
７

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

所
収
）
。

12

14

【
一
九
六
〇
年
代
詩
人
に
お
け
る
継
承
と
変
容
】

○
野
沢
暎
「
は
じ
め
て
の
泉
」（
「
凶
区
」
昭

・
３
）
【
㊸
】

40

〈
フ
ァ
ニ
イ
が
到
着
す
る
日

水
は
処
女
の
静
脈
を
ひ
た
す
ら
流
れ

未
来
の
膣
に
あ
ふ
れ
た

そ
こ
は

時
間
の
た
だ
ひ
と
つ
の
出
口
で
も
あ
る

樹
液
が
し
み
わ
た
る
ま
で
季
節
の
鬱
血
は
続
き

寺
院
は
地
下
茎

に
な
つ
て
裸
形
の
大
地
の
内
側
を
這
つ
た
〉
と
い
う
よ
う
に
、
世
界
が
徹
底
的
に
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
肉
体
と

し
て
象
ら
れ
て
ゆ
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
後
に
は
、
〈
フ
ァ
ニ
イ

見
え
な
い
フ
ァ
ニ
イ

き
み
の
犯
罪

意
図
は
自
立
に
向
う

魔
の
湾
の
な
か
で
か
が
や
く
き
み
の
巧
緻
な
計
画
〉
と
さ
れ
、
〈
見
え
な
い
〉
存
在

と
し
て
そ
の
実
在
が
確
か
め
ら
れ
て
ゆ
く
。
〈
フ
ァ
ニ
イ
き
み
が
め
ざ
め
に
た
ど
り
つ
く
日
〉
、
〈
あ
あ
フ
ァ

ニ
イ
が
眠
り
の
水
際
に
た
ど
り
つ
く
と
き
〉
と
し
て
、
〈
め
ざ
め
〉
と
〈
眠
り
〉
に
世
界
は
二
分
さ
れ
な
が

ら
、
後
者
に
お
い
て
〈
あ
ら
わ
〉
に
な
る
、
〈
太
陽
〉
の
〈
奇
妙
な
浸
透
性
〉
、
〈
向
日
性
の
陥
穽
〉
の
〈
貪
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欲
な
意
志
〉
と
〈
殺
人
的
な
魅
惑
〉
。

鮎
川
「
橋
上
の
人
」
に
お
け
る
〈
時
〉
の
〈
運
河
〉
の
形
象
か
ら
の
影
響
。

（
宮
崎
「
反
芻
さ
れ
る
「
荒
地
」
―
継
承
と
批
判
の
六
〇
年
代
」
『
昭
和
文
学
研
究
』
第

集

平

・
９
掲
載
予
定
）

67

25

【
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
『
水
と
夢
』
が
映
し
出
し
て
い
る
も
の
】

○
及
川
馥
「
訳
者
あ
と
が
き
」
（
ガ
ス
ト
ン
・
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
『
水
と
夢
―
物
質
的
想
像
力
と
試
論
』
平

・
９

法

20

政
大
学
出
版
局
）

「
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
の
平
和
な
自
然
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
裏
に
は
戦
時
下
の
不
自
由
さ
に
つ
い
て
の
強
い
意
識

が
あ
る
こ
と
は
今
や
疑
い
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」
「
自
然
へ
の
信
頼
と
愛
情
が
現
実
の
障
害
を
克
服
し
、

人
間
の
条
件
を
よ
り
よ
く
改
め
る
こ
と
が
ま
さ
に
人
間
な
の
だ
と
い
う
力
へ
の
意
志
、
未
来
志
向
の
モ
ラ
ル

を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
」


